
金
滞
古
蹴
志
血
管
九

ー
元
文
五
年
七
月
旦
正
十
村
役
の
言
上
書
に
も
、
辰
巳
御
水
道
弘
、
弥
一
ハ

年
に
被
昌
仰
付
一
同
七
年
右
御
水
道
之
徐
水
を
以
御
岡
地
閲
き
被
=
仰

付
一
共
闘
上
野
村
・
涌
波
村
・
三
口
新
村
相
建
申
。
と
記
載
す
。
右
等

の
停
設
共
に
て
、
小
立
野
の
地
遼
察
す
ぺ
し
l

崎

底

三
州
志
来
因
概
斑
附
録
に
一
試
ふ
。
山
崎
庄
は
、
小
立
野
の
出
初
町
漣
、

専
ら
此
の
庄
内
に
て
、
今
の
奥
カ
町
は
閥
ら
・
?
と
云
ふ
。
-
訟
に
、

小
立
野
は
山
崎
庄
に
あ
る
野
た
り
。
園
組
入
城
の
初
め
、
猫
本
丸
よ

り
小
立
野
の
方
を
山
崎
庄
と
唱
へ
し
と
い
へ
り
。
今
按
宇
る
に
、
可

観
小
説
・
混
見
摘
潟
に
は
、
二
，
丸
新
五
郎
塚
漣
を
ば
い
に
し
へ
山
崎

婚
と
云
ふ
と
し
、
博
伽
雑
談
に
は
、
本
丸
よ
り
小
立
野
の
経
王
寺
溢

ま
で
を
ば
山
崎
郷
と
云
ふ
と
あ
り
。
然
れ
ば
郷
と
も
庄
と
も
呼
び
た

。
山

り
け
ん
。

。
山
崎
陣
轡

宮
樫
記
・
官
地
論
に
云
ふ
。
長
享
二
年
六
月
土
賊
蜂
起
し
て
、
領
主
富

樫
介
政
親
を
責
め
ん
と
で
、
石
川
郡
高
尾
減
を
取
巻
け
る
時
、
烏

越
今
回
一
勝
・
磯
部
・
木
越
の
大
坊
主
は
、
伏
見
・
山
崎
・
浅
野
・
犬
家
菟
所

々
に
取
ι
陣
と
あ
り
。
文
白
山
挺
股
鱗
中
記
録
に
、
享
緑
四
年
十
月
越

地
論
に
、
山
崎
の
地
名
見
h
た
り
。
正
和
元
年
は
延
徳
よ
り
百
八
十

年
許
以
前
に

τ、
右
古
記
に
撮
れ
ば
、
山
崎
の
村
落
は
甚
だ
古
き
村

立
な
る
事
知
ら
れ
け
り
。
然
る
を
尾
山
御
堂
建
立
に
付
き
て
、
ヱ
商

事
り
て
集
り
、
山
崎
の
一
村
を
建
て
た
り
と
い
へ
る
は
‘
会
く
後
世

附
曾
の
妄
誕
怠
る
事
い
ち
じ
る
し
。
土
屋
義
休
の
金
城
隆
盛
私
記
に

云
ふ
。
山
崎
村
古
千
石
飴
所
也

e

利
長
・
利
常
二
公
之
時
.
府
中
鍍
祭

e

村
里
多
潟
=
町
家
吋
山
崎
村
之
曲
民
地
今
在
昌
小
立
野
経
王
寺
道
路
コ
閥
昌

之
山
崎
領
刊
と
是
古
老
の
古
設
な
る
べ
し
。
有
滞
武
貞
の
金
津
細
見

回
織
に
、
山
崎
村
は
千
軒
許
の
家
居
あ
り
た
る
大
在
所
と
記
載
し
た

る
は
‘
渇
聞
た
る
ぺ
し
。
さ
て
此
の
村
落
は
、
土
屋
義
休
の
停
訟
に
、

共
の
民
居
は
今
の
半
間
町
の
前
後
た
り
と
一
式
ふ
と
あ
れ
E
も
‘
此
の

停
訟
は
過
聞
と
聞
ゆ
。
石
浦
一
脚
祉
に
停
来
せ
る
寛
永
八
年
の
氏
子
地

固
に
‘
山
崎
村
跡
を
ぽ
小
立
野
石
引
町
の
裏
な
る
出
初
町
の
地
漣
に

載
せ
た
り
。
=
一
州
志
来
因
概
覧
附
録
に
云
ふ
。
小
立
野
串
校
の
地
は
、

管
家
見
聞
集
を
按
宇
る
民
、
此
の
地
古
山
崎
村
と
去
ふ
村
落
あ
り
し

を
、
金
披
と
成
り
、
横
山
山
披
・
横
山
右
近
・
奥
村
河
内
の
第
に
賜
は

る
。
山
城
第
は
‘
本
多
安
易
守
第
と
相
向
ふ
と
云
々
。
さ
れ
ば
山
崎

の
村
落
は
‘
今
い
ふ
粂
六
回
の
地
よ
り
今
練
兵
所
と
成
り
た
る
出
初

金
滞
古
蹟
志
巻
丸

宍

前
能
登
越
中
二
ニ
ケ
圏
の
武
士
飢
入
・
能
登
越
中
衆
陣
は
大
川
斗

賞
闘
衆
の
陣
は
山
崎
・
窪
市
也
云
々
。
と
見

h
た
り
。
右
記
録
共
に

擦
れ
ば
、
山
崎
の
地
名
は
い
と
古
き
事
に
て
、
秘
廷
の
地
名
に
あ
ら

宇。O
山

崎

村

跡

此
の
村
は
‘
デ
相
浦
の
郷
内
、
七
夕
村
の
一
村
た
り
し
か
ど
、
今
は
共

の
村
落
絶
え
た
り
l

金
津
事
蹟
必
鍛
に
云
ふ
。
小
立
野
山
崎
村
は
、

延
徳
二
年
本
願
寺
よ
り
小
立
野
山
の
尾
崎
に
道
場
を
建
て
、
尾
山

J

一

御
堂
と
稀
し
、
道
場
の
守
護
と
し
て
本
願
寺
よ
り
家
老
下
問
坪
坂
一

等
を
下
し
、
そ
の
技
館
仰
を
小
立
野
に
建
て
住
居
せ
し
む
。
故
に
い
っ
一

し
か
議
安
居
も
皐
り
て
季
、
山
崎
村
と
三
一
村
と
は
た
り
一

た
り
。
然
る
に
金
津
開
府
以
後
は
、
村
地
悉
〈
武
家
・
町
家
・
寺
院
の
一

屋
敷
と
成
り
、
只
山
崎
領
と
い
へ
る
奮
名
の
み
残
れ
り
と
。
此
の
事
一

楠
懸
の
加
賀
古
跡
考
に
も
記
載
せ
り
。
平
吹
按
守
る
に
、
山
崎
の
邑
一

名
は
.
白
山
比
醇
紳
枇
に
停
来
せ
る
三
宮
古
記
正
和
元
年
の
僚
に
、
一

水
引
紳
人
云
々
。
山
崎
・
凹
市
紺
一
。
叉
近
年
水
引
紳
人
沙
汰
進
分
一

事
、
山
崎
村
紺
一
端
。
た
ど
L
見
b
た
り
。
是
山
崎
の
邑
名
の
も
の
に
一

見
ね
た
る
初
め
に
て
、
此
の
後
白
山
蜂
股
鱗
中
記
録
及
び
富
樫
記
・
官
-

町
の
奮
地
へ
か
け
、
山
崎
の
村
跡
た
る
事
知
ら
れ
け
り
。
明
和
二
年

六
月
慈
光
院
氏
子
地
調
書
に
も
、
石
浦
郷
七
村
の
内
山
崎
村
は
、
小

立
野
に
有
b

之
慮
、
只
今
退
部
之
由
申
停
候
。
と
載
せ
た
り
。
此
の
村
落

の
断
絶
せ
し
は
.
利
常
卿
の
時
な
り
け
ん
。
石
浦
紳
枇
に
停
来
せ
る

慶
長
十
一
年
八
月
十
日
の
石
浦
七
ケ
村
氏
子
連
判
放
に
、
山
崎
村
徳

右
衛
門
と
載
せ
た
れ
ば
、
蛍
時
村
落
あ
り
し
事
知
ら
れ
け
り
。
夫
れ
よ

り
後
‘
明
暦
三
年
二
月
十
日
利
常
卿
村
印
書
に
‘
加
州
石
川
郡
山
崎

領
村
プ
グ
村
草
高
四
拾
五
石
菟
四
つ
五
歩
と
載
せ
ら
れ
た
り
。
此
の

印
容
に
、
山
崎
領
村
と
載
せ
給
へ
れ
ば
‘
村
落
は
既
に
断
絶
し
て
、

村
高
縫
に
閲
拾
五
石
残
り
居
た
り
し
と
聞
ゆ
。
上
野
村
元
山
廻
の
停

践
に
、
山
崎
村
は
往
古
小
立
野
石
引
町
議
に
村
落
あ
り
て
、
家
教
も

多
き
村
た
り
し
か
ど
、
村
地
遁
々
町
地
と
成

p.
経
王
寺
の
前
へ
轄

地
を
命
ぜ
ら
れ
し
に
、
経
王
寺
を
建
立
し
給
ひ
、
利
常
卿
の
御
母
堂

簿
縞
院
殿
毎
度
会
詩
し
給
ふ
陀
路
地
悪
し
L
と
て
、
重
ね
て
今
の
上

野
村
の
地
へ
移
縛
し
.
村
名
も
上
野
村
と
改
稿
し
‘
初
め
は
一
軒
家

た
り
し
か
ど
‘
這
々
分
家
た
ど
致
し
、
い
つ
し
か
鍛
戸
と
成
り
た
り
。

但
し
往
古
以
来
の
山
崎
村
の
沓
領
は
、
多
分
笠
舞
村
の
村
地
へ
合
併

し
た
り
と
云
ひ
停
へ
た
り
と
ぞ
。
按
宇
る
に
、
改
作
所
奮
記
に
載
せ

七




